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２０２５年１０月１２日 聖霊降臨後第十八主日礼拝説教

「憐れみの深さを知るなら」（ ルカ１７章１１～１９節） 

 

○ルカ１７章１２節の みことば 
 
「ある村に入ると、重い皮膚病を患っている 十人の人が出迎え、」 
 
死のときを悟ったキリストが、エルサレムへ行く道において 

通り過ぎた村で、癒されぬ病をもつ人々の出迎えを受けた。 
 
問：なぜ、ほかの村人は、迎えに来ないのか？ 
 
☞神の救いを求めるほどの大きな苦しみはなかったかも。 
 
※あなたの悲しみも痛みも、救い主に心を向ける力となる。 
 
〇ルカ１７章１３節の みことば 
 
「イエスさま、先生、どうか、わたしたちを憐れんでください」 
 
＊憐れむ：相手の苦しみを知って、求められる助けを施す 
 
☆彼らは、神の子イエスが、われらを救われると信じ、 

 この方に命を委ねて、心からの願いを届けようとした。 
 
☞あなたの心の声も、キリストが、聞いてくださる。 
 
問：いままで、どんなときに、憐れみ給えと叫びましたか？ 
 
今日の みことば：ルカ１７章１４節 

「祭司
さいし

たちの ところに行
い

って、体
からだ

を見
み

せなさい。」 
 
救い主イエスが、十人の人に与えたのは言葉だけだったが、 

聞き従った彼らの病は癒され、神の〈みわざ〉が現された。 
 
☆「みことばがあれば」との望みをもって歩んでいこう。 
 
〇ルカ１７章１５節の みことば 
 
「 （ととりの人だけ）大声で 神を賛美しながら、戻って来た。」 
 
＊サマリア人：選びの民と異邦人の混血が進んでいた人々 
 
☞「とれ伏して感謝した」（１６節）サマリア人は、ほかの 

九人よりも、さらに大きな苦しみを味わっていたのでは。 
 
問：あなたに示された憐れみの深さを知っていますか？ 


